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開元期 の長 安 道教 の諸 問 題
一金仙 ・玉真公主をめ ぐって一
土屋昌明
専修大学
は じめに
開元期 の長安の道教 を理解す ることは,中 国宗教文化 史において非常に重要 な課
題 である。 また,日 中文化交流史か らみれば,阿 倍仲麻 呂や吉備真備 ・井真成 とい
った遣唐使 関連の人び とが住んでいた,最 も直接的な地域 と時代 の問題 でもある。
従来,唐 代長安 の研 究において道教へ の考慮は不十分だった と思 われ る。それ は,
唐代 の仏教が非常に大きな存在 であ り,し か も東アジア世界 を成 り立たせ る文化要
素において重要なテーマ であったため,こ のテーマへの研 究が優先 されたこ とに原
因の一つが あるだ ろ う。それに,道 教 を理解す るための基本文献が入手 しに くく,
かつ文献の成立事情が不 明瞭な上に言葉や概念 が難解 である,と い う原因 もあった。
また,唐 代 の道教の研究 が,中 国思想 史の側 面か ら進 め られ た成果が多かった とい
う点もある。それゆえ,長 安 とい う都 市における,道 教の施設(道 観)の 存在や機
能,道 士の宗教文化活動,道 教信仰 におけ る実際の行為や儀礼 といった具体的な問
題 はあま り探求 されず,ま た霊宝法や上清法な ど道法の由来をふま えて認識す る努
力 はあま りお こなわれず,神 仙や不老不死な どの傾向があれば一概 に 「道教」「道教
的」 な どと認識 され る傾 向が少な くなかった。
しか し,20世 紀末か ら今世紀 に入 り,基 本 文献 の整 理の問題 は次々に解決 されつ
っある。具体的な道観 の存在 と機 能 について も考慮 され るよ うになってきた(都 築
晶子2000,王 永平2002)。 また,都 市論のなかに道観 を位置づ ける努力 もお こなわ
れている(妹 尾達彦2003)。 さらに,唐 代の道 士の具体的な問題が解 明 されっっあ
る。従来の道教史研 究をふ まえた上で,と くに道士た ちの位 階の構造 とそれ に関わ
る道法の文献 の種類 お よびその史的 由来は相当ク リアになってきてい る(小 林正美
2003・2008)。 また,儀i礼 の整備 とオー ソライズの状況 も史的に検討 されるよ うにな
った(丸 山宏2004)。 こ うした道教研 究 を今後の唐代長安の研究 に吸収 してい くこ
とが必要だ と思われ る。
本稿 は,唐 代 の宗教文化 の うちで,と くに重要 と思われ る開元期の長安(部 分的
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には洛 陽)の 道教 を具体的に理解す るた めに,従 来 は玄宗を中心 に語 られてきた長
安の道教 を,金 仙公主 ・玉真公主 らと道教の関わ りに軸を移 して考 えてみたい。金
仙 ・玉真 の2公 主は唐の睿宗の娘 で,玄 宗の妹 である。李隆基(玄 宗)と 兄弟仲 が
よく,皇 帝 が道教 を篤 く信仰 していたのと同 じく,彼 女 らも道教 を崇敬 していた。
睿宗 は彼女 らのために金仙観 と玉真観 を建設 した。金仙 はやや早 くに亡 くなって
しま うが,玉 真 は天宝年間まで活躍 した。彼 女 らは権力の核 心近 くにお り,こ の時
期の道教 の機能 を よく体現 している と思われ る。本稿 は,彼 女 らと道教の関わ りを,
幼少期 の受道 の事情 か ら入って,彼 女 らが本拠 とした道観 とその周囲の道観 の状況,
金仙公 主の死 か ら窺 える道教儀i礼と道教文献の問題,玉 真公主が修道 した王屋 山の
宗教的な意 味,な どを考 えることによ り,唐 代 開元期の長安における道教の諸状況
を具体的に理解 しようとす るものである(1)。
1.金 仙 と玉 真 の 生年 と受 道 の 年
金仙 公 主 に 関す る基 本 史 料 と して,つ ぎの 二 つ が重 要 で あ る。
A「 金 仙 長 公 主墓 誌 」 陝西 省 の蒲 城 博 物館 に現 存 。 以 下,「A墓 誌 」。
B「 金 仙 公 主神 道 碑 」 同 じ博 物 館 に現 存 。 以 下,「B碑 」。
「A墓 誌 」 は1974年,陝 西省 蒲 城 県 三合 郷 武 家 村 の橋 陵(睿 宗 墓)付 近 で 発 見 さ
れ た(2)。墓 誌 蓋 に 「大 唐 故金 仙 長 公 主 誌 石 之銘 」篆 書。墓誌 石 の外 形 は,一 辺 が1.2m,
墓 誌 部 分 で 一辺 が1。06mの 正 方形 。 全33行,毎 行33字 。 『隋唐 五代 墓 誌 匯 編 』 陝
西 巻 第3册,p.162に 拓 本 写真 が あ る。 本稿 で は拓 本 を使 用。
「B碑 」 は 出 土 な どの詳 細 は 不 明 で あ る。 碑 は 最近 まで 屋 外 に立 っ た ま まで あ っ
た よ うだ(3)。『道 家 金 石 略』p.ll8の テ キス トを使 用 。
金 仙 の 生年 は,没 年 を 「A墓 誌 」 に 「壬 申の 年,建 午 の月 十 日辛 巳,洛 陽 の 開元
観 に薨 ず。 春 秋 冊 有 四」 と し,「 壬 申」は 開元20年(732)だ か ら,生 年 は永 昌元 年
(689)で あ る。
玉 真 の 生 年 は,宋 の趙 明誠 『金石 録 』(p.498)「 唐 玉真 公 主 墓 誌 」 に 「元 年 建 辰 月
卒 」 とあ り,『 旧唐 書 』巻83(p.3657)に「薨 宝応 時 」 とあ る か ら,没 年 は宝 応 元
年(762)だ と思 わ れ るが,享 年 が 不 明 の た め生 年 を逆算 で きず,検 討 が必 要 で あ る。
さき に彼 女 らの 受 道 の年 を決 定 し,そ こか ら考 えた い。
金 仙 ・玉 真 の 入 道 した 時 間 に っ い て,以 前 の拙 稿 で 扱 っ た こ とが あ る が(土 屋
2003),本 稿 で若 干 修 訂 して お き た い。 史 料 に よれ ば,次 の よ うに記 録 され て い る。
① 『冊府 元 亀 』 巻53(p.557)に,景 雲 元 年(710)12,月,高 宗 と則 天武 后 を 追福
す るた め に西城 公 主(の ちの金 仙 公 主)と 昌隆公 主(の ち の玉真 公 主)を 翌年
正 月 に入 道 させ,長 安 に道観 を作 る 旨の制 を睿 宗 が 出 した。
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② 『冊 府 元 亀 』同 前 で は,景 雲2年(711)3,月 の制 で2公 主 の改名 と道観 の名 称
を そ の名 前 か ら とる こ とをい う。 『旧唐 書 』 巻7「 睿 宗本 紀 」(p.157)で は,二
人 が法 名 に改名 した の を景雲2年(711)5,月 とす る。
③ 『新 唐 書 』巻83「 諸 帝公 主伝 」(p.3656)で は,太 極 元年(712)に 二人 は道 士
とな り,長 安 に道 観 を築 い て,史 崇 玄 を 師 と した とある。
④ 「A墓 誌 」 で は金仙 は18歳 で入 道 し,23歳 で 受 法 した とい う。
⑤ 「B碑 」で は金 仙 は 「丙 午 の 歳 」 に 「女 道 士 」 とな った とい う。 「丙 午 」 は神 龍
2年(706)で あ る。
⑥ 「玉 真公 主 受道 霊壇 祥 応 記 」(以 下,「 祥 応 記 」)に 「年 甫 め て 二 八,景 雲 の 初
め に 当 って,始 めて道 を括 蒼 羅 浮 真 人越 国葉 公 に受 く」とあ る(4)。「葉 公 」とは,
則 天 武 后 ・睿宗 ・玄宗 に仕 えた道 士 の 葉 法 善 で あ る。 ここで い う 「景 雲 の初 め 」
を景 雲 元 年(710)と 考 えれ ば,受 道 の師 は 葉 法 善 とい うこ とに な る。
⑦ 張 万福 『伝授 三洞 経 戒 法 籤 略説 』(『道 蔵 』 第32冊p.196,以 下,『 道 蔵 』 か ら
の 冊数 と頁 は[32-p.196]の よ うに表 示 す る)に 「金 仙 玉真 の 二公 主 は,景 雲
二年,歳 は辛 亥 に次 る春 正,月十 八 日甲子,大 内 の帰真 観 の 中 に於 て,三 洞 大 法
師(中 略)太 清 観 主 の 史尊 師(史 崇 玄)に 詣 で て道 を受 け,霊 宝 自然 券 を破 り,
中盟 八 帙 経 四 十 七巻,真 文,二 鐐,佩 符,策 杖 を受 く」 「先 天 元 年 壬 子 の 歳,
冬 十 月 二 十 八 日甲子,復 た 五 法 ・上清 経 法 を受 く」 とあ る。 これ に よれ ば2公
主 は,景 雲2年(711)1月18日 と先 天 元年(712)10,月28日 に 史崇 玄 に受 道
した。 張 万福 は 当 時,2公 主 の 師 とな っ た太 清 観 の史 崇 玄 の下 にい た道 士 で,
こ の記 事 を先 天 元年12 ,月12日 に記 した。 っ ま り,公 主 らが 上清 法 を授 か った
直後 で あ る。張 万 福 は,儀 礼 の用 具 や 供 え物 につ い て非 常 に詳 細 に記 して い る。
これ らの点 か ら,そ の記 事 は信 頼性 が 高 い とみて よい。 以 上 を相 互 に検 討 しよ
う。
① は⑦ の前 半 と一 致 して い る。 ② の 『旧唐 書 』 が5月 な の は3月 が 正 しい よ うで
あ る。③ は⑦ の後 半 の儀 礼 を さす 。そ の と きはす で に太 極 か ら先 天 に改 元 して い た。
そ うす る と,⑥ の 景 雲 元年 の玉 真 の 受 道 は ど う考 えた らよい だ ろ うか 。 二っ の可
能性 が あ る。 一 つ は,景 雲元 年 に景 雲2年 以 降 の2回 の受道 とは こ とな る受道 儀 礼
が お こな われ た可 能 性 。 も う一 つ は 「景 雲 の 初 め 」 は景 雲 元年 で は な く2年 で あ っ
て,史 崇 玄 に よ る受 道 を葉 法 善 に よ る受 道 と書 き 替 え た可 能性 。
後者 の 可能 性 が な い で は な い(5)。 とい うの は,こ の 儀 礼 の後,先 天2年(713)7
月3日 に 史崇 玄 は太 平 公 主 との謀 反 の共 謀 で 逮捕 され たか らで あ る。 受 道 の 師 が謀
反 者 だ とす れ ば,2公 主 の経 歴 で そ の人 物 の名 前 を 出す わ け に い かず,葉 法 善 の名
義 に替 え た とい う可 能 性 で あ る。
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ま た前 者 の場 合,史 崇 玄 か らの受 道 以 前 に別 の位 階 を授 受 した こ とにな る。 これ
は,史 崇 玄 か ら授 か った位 階 が,景 雲2年 に 「霊 宝 自然 券 」 「中盟 経 」 「真 文 二籤 」
が含 まれ る霊 宝 法 で あ り,先 天 元年 に 「五 法 」(霊 宝 五符 ・東 西 禁 文 ・五 嶽 真 形 図 ・
三 皇 内文)お よび 「上 清 経 」 とい う上 清 法 で あ る こ とか らす れ ば,そ れ 以 前 に,よ
り下位 の道 法 で あ る三 皇 法や 道 徳 経 や 正 一 法 の経 鐐 が 葉 法 善 か ら授 受 され た と考 え
る こ とが で き る(6)。
思 うに,④ に よれ ば,姉 の金 仙 は景 雲2年 以 前 に受 道 して い るので,妹 の 玉真 も
景雲2年 以 前 に受 道 をは た して,よ り下位 の道 法 はす で に授 受 してい た と考 え る の
が よい の で は な か ろ うか。 そ うす る と,玉 真 は景 雲 元 年 に葉 法 善 に受 道 し,そ の と
き に 「二 八 」16歳 だ っ た とい うこ とに な る。 しか し,も しそ うだ とす る と,玉 真 の
生年 は695年 とい うこ とに な る が,693年 正 月(夏 正 の11月)に,玉 真 の母 で あ る
昭成 皇 后 が,則 天武 后 に殺 害 され て い るか ら(7),こ の記 事 と調 和 しな い。 あ る い は
「祥 応 碑 」 の 「二八 」 は 「十 八 」の誤 りで はな か ろ うか。姉 の 金仙 公 主 も18歳 で受
道 して い る の で,妹 も18歳 で受 道 した と考 え る の は 自然 で あ る。以 上 を ま とめ る と,
永 昌元 年(689)に 金 仙 が生 ま れ る。
長 寿2年(693)に 玉真 が生 ま れ る。
神 龍2年(706)に 金 仙(18歳)が 女 道 士 とな る。
景雲 元 年(710)に 玉真(18歳)が 葉 法 善 に受道(正 一 法 な ど?)。
同年12月 に睿 宗 が 翌年 正,月の 金仙 ・玉 真 の受 道 予 定 と道 観 建 設 を発 表 。
景雲2年(711)1.月18日 に金仙(23歳)・ 玉 真 の霊 宝 法 の受 道 を史 崇 玄 が担 当
同年3月 に金 仙 ・玉 真 へ の 改名 と道 観 の命 名 。
先 天 元 年(712)10128日 に金仙 ・玉真 の上 清 法 の 受 道 を 史崇 玄 が 担 当。
2.金 仙 観 ・玉真 観 お よび 近 接す る道 観(昭 成観 ・東 明観 ・太清 観)
景雲2年(711)3月,睿 宗 は金 仙 ・玉真 の た め に金 仙 観 ・玉真 観 を置 く制 を出 し
た。5月 に は金 仙 観 ・玉 真 観 が建 設 され る(8)。 これ らの道 観 建 設 を め ぐ って,反 対
す る官 僚 の 上 申が あ っ た(9)。反 対 す る原 因 の 一 つ は,道 観 の規 模 が 壮麗 で,大 き な
労働 力 が必 要 だ っ たか らで あ る。 彼 女 らの 道観 お よび 近 接 す る昭成 観 ・東 明観 ・太
清 観 は どの よ うな機 能 が あ り,ど うい う関 係 だ っ た の だ ろ うか。
〈金 仙 観 〉
金 仙 観 は,皇 城 の西 隣 の輔 興 坊 東 南 隅 に あっ た。 「A墓 誌 」 に よれ ば,金 仙 は 「実
賦 一千 四 百戸 」 だ っ た(10)。開元18年(730)に 皇 城 の東 側 の 長 楽坊 に興 唐 観 が 造 ら
れ た が,興 唐 親 と金 仙観 で 皇城 を東 西 には さむ形 に な り,両 者 と も皇城 か ら最 も近
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い 道観 と して,宮 廷 との直 接 的 なっ な が りが あ っ た と思 わ れ る。 晩 唐 の杜 光庭 『道
徳真 経 広 聖義 』巻1[14-p.313上]に,玄 宗 が 『道 徳 経 』 の 注 を石 幢 四つ に 造 ら
せ,「 左 街 の興 唐 観,右 街 の金 仙 観 に 立 て,又 た 諸州 の節 度 使 ・刺 史 を して各 お の龍
興観 と開元 観 の形勝 の所 に於 い て 各 お の石 台 を立 て て 以 て 不朽 に伝 え しむ 」とあ る。
長安 城 の左 右 に鎮座 す る 『道 徳 経 』 明 皇 注 の石 幢 の存 在 が,金 仙 観 の 重 要性 を あ ら
わ して い る だ けで な く,全 国 の 官 制道 観 のネ ッ トワー クの 頂 点 に あ る こ とを象 徴 し
て い る。 これ は,玄 宗 『道 徳 経 』 注 の 完成 が 開元21年(733)だ か ら,そ の翌 年 の
開 元22年(734)こ ろ の こ とと思 われ る。
金 仙 観 と対 照 され て い る興 唐観 は,北 側 が大 明宮 に隣接 してい た た め,の ち に近
道 を つ くっ て,行 幸 の 便 宜 を は か っ た(ll)。 「大唐 故 尹 尊:師墓 誌 銘 」 に よれ ば(12),天
宝6載(747)に 亡 くな った尹 尊 師 は,道 教儀 礼音 楽 の名 人 で もあ り,宮 中 の道 教 の
内道 場(土 屋2007)で 国 家 の安 寧 を祈 祷 す る道 教儀i礼 で あ る金 鐐 斎や,神 々 に謝 恩
して死 者 を仙 界 へ と救 出す る羅 天 大醺 な どが あ る と,必 ず 任 に預 か っ た。 晩 年 に興
唐 観 に住 ん だ が,そ れ は 「宮 闕 に近 き を取 る」 つ ま り興唐 観 が宮 中に近 いか らで あ
っ た。 こ の こ とか ら類 推 す れ ば,金 仙 観 も皇 城 の 西 に 隣接 す る道観 と して,宮 廷 と
の往 来 が盛 ん だ っ た こ とが 考 え られ る。
ま た,輿 唐観 が男 性 の道 士観 で あ る の に対 し,金 仙 観 は女 冠観 だ とい う対 称 にな
っ てい る。の ちの こ とに な るが,円 仁 『入 唐 求 法 巡 礼行 記 』会 昌4年(844)2 ,月条
に 「二 月,右 街 の金 仙 観 に賀 幸 した も う。 これ 女観 な り。 観 中 に女道 士 あ り。 はな
は だ容 あ り。 天子 が召 見 した ま い て こ ころ にか な え り。 勅 して 絹 一千 疋 を賜 い,遂
に 中官 に宣 して観 を ば修 造せ しめ 内 に 通ず る に便 し,と くに金仙 楼 を造 る。 そ の観
は本 来,破 落せ しも,修 造 して厳 麗 な ら しめ,天 子 は しき りに賀 幸 した も う。 向後
は左 街 の 興唐 観 に賀 幸 した も う。 これ 道 士 観 な り。 ま た 〔絹 〕 千疋 を賜 い て,特 に
修 造 せ しめ,銅 もて鋳 て聖 容 を ば作 る。聖 容 ま さ に荘校 奇 絶 な り」 とあ る(13)。円仁
も,金 仙観 と興唐 観 が長 安城 で左 右 対 称 とな って 男女 に配 分 され て い る こ と を認 識
して い る よ うで あ る。
また 円仁 の記 録 に よれ ば,唐 末 に は金 仙 観 が荒 廃 して い た こ ともわ か る。李 遠(?
～860?)の 「隣 人 自金 仙 観 移 竹 」 とい う詩 か らも(14),そ の 状 況 が窺 え る。 そ れ で
も周 辺 住 民 の信 仰 は集 めて い た ら しい。杜 光 庭 『道 教 霊験 記 』「劉 将 軍 取 東 明観 土修
宅 験 」 に,劉 将 軍 とい う近在 の者 が,不 信 心 か ら東 明観 の土 を とって 自宅 を建 造 し
た 結 果,風 狂 の病 に かか った た め,そ の妻 が 瞽者 の 占い に言 われ て金 仙 観 に お参 り
し,符 を も らっ てそ れ を劉 将 軍 の枕 元 にお き,ま た焚 い て水 にまぜ て 飲 ませ た と こ
ろ,効 き 目が あ っ た,と い う故 事 を伝 え てい る(15)。
『唐 両 京 城 坊 考 』(p.189)に は 「武 宗 は 会 昌 中,御 容 殿 を金 仙 観 に建 て,宰 相 の
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李 徳 裕 は賛 を為 る」 とあ る。 こ の 「賛 」 とはお そ らく 「仁 聖 文 武 至神 大孝 皇 帝 真 容
讃 」(『李徳 裕 文集 校 箋』 巻1,p.7)で あ ろ う。 これ もま た,こ の 時 期,金 仙 観 が皇
帝 に ち かい 立場 の道 観 だ っ た こ とを示 して い る。
〈玉真 観 〉
玉真 観 は輔 興 坊 の西 南 隅,金 仙 観 の西 側 に あ っ た。『唐 両京 城 坊 考 』(p.189)に よ
れ ば,玉 真 観 と金 仙 観 の 南 面 は,皇 城 の 安福 門 と外 郭 の 開運 門 に通 じる街 路(安 福
門街)で あ り,車 馬 の往 来 が激 しい 繁 華 な所 だ っ た。 そ の よ うな場 所 に ある 女冠 観
だ った か ら,人 の注 目を集 め た と思 わ れ る。 張 籍(766?～?)の 詩 に 「玉真 観 」 が
あ り,玉 真 観 の 内部 の女 性 道 士 に好 奇 心 を動 か され る心 理 を歌 っ てい る(16)。白居 易
(772～846)に は と くに寵 愛 した女 性 道 士 が い た(17)。
最 近,「 唐 玉 真観 女 道 士 尊:師董 真 墓 誌 銘 」 が 西 安 市 内 で 出土 した(西 安 市 文 物 管
理 局蔵)。 これ は,開 元24年(736)8月7日,享 年41歳 で 亡 くな った 玉真 観 の 女
性 道 士 の墓 誌 銘 で あ り,同 時 に 五方 を鎮 め る 「五方 真 文 」 の石 刻 が 出 土 して い る。
「五 方真 文 」 石刻 の 出土 は散 見す る が,墓 誌 銘 とセ ッ トで発 掘 され る例 は少 な く,
詳 細 な報 告 が 待 たれ る。
なお,玉 真 公 主 の別 館 が 長安 南郊 外 の 終 南 山の楼 観 とい う道 観 に隣 接 して あ り,
詩 人 の李 白 らが 立 ち 寄 って い る(郁 賢 皓1997)。 こ こは玉真 が 天 宝2年(743)に 王
屋 山 の霊都 観 に入 る と,楼 観 に喜捨 され た よ うで ある。 郊 外 には ほ か に,玉 真 公 主
祠(延 生観)が 楼 観 の近 くに,金 仙 と玉 真 のた めに 開元 期 に置 か れ た仙 台観 が蒲 城
に あ った よ うで あ る(樊 光 春2001,pp.48-49)。 ま た,洛 陽 の安 国観 に も玉真 の館 「九
仙 公 主 院 」が あ った 。さ らに,姚 鵠 「玉 真観 尋 趙 尊 師不 遇 」(18)でい う 「玉真 観 」は,
そ の詩 で松 が 院 をめ ぐっ てい て 「山色 は楼 に満 っ 」 な ど とい って お り,詩 人 が若 く
して蜀 に隠棲 して い た とき に行 った青 城 山 の玉 真 ゆか りの道 観 で あ ろ う。 この よ う
に,玉 真 に 関 連 す る道 観 は,長 安 以外 に,終 南 山 ・蒲城 ・王屋 山 ・洛 陽 ・青 城 山 に
もあ った 。
〈 昭成 観 〉
頒 政 坊 の 西 北 隅,安 福 門街 を は さん で北 側 の 玉真 観 と向 か い 合 っ て い る。『唐 会
要 』巻50(p.877)に よれ ば,咸 亨元 年(670)9,月23日に太 平 公 主 が 入道 して道
士 とな るた め に置 か れ た道 観 。 そ の 後,た び たび 改 名 が あ り,開 元27年(739)に
昭成 太 后 の 追 福 のた め に昭成 観 と され た。
昭成 観 の 改 名 につ い て,開 元27年 につ く るの は,『 類編 長 安 志 』巻5(p.154)も
お な じ。 と こ ろが 『唐 両 京城 坊 考 』 で は 開元17年(729)に つ くって お り,10年 の
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誤差 がある。思 うに,「 唐故 昭成観大徳 張尊師墓誌銘 并序」 によれ ば(19),昭 成観 の
大徳だった張若訥 が開元27年5月13日 に死去 し,同 月23日 に埋葬 されてい る。も
し昭成観 が開元27年 に改名 した とす ると,張 若訥の墓誌 で昭成観 の名称が使 われて
いるか ら,張 若訥 の死去以前の4ケ 月 のあいだ とい うこ とにな る。それ よ りは,開
元17年 に昭成太后死去36年 で昭成観 に改名 された と考 えた方が よい と思 う。
昭成観 の建築や美術 については記録 がある。『道教霊験記』巻1「 上都 昭成観験」
によれば,昭 成観 は長安で もっ とも巨大 な道観 であ り,大 きな老君像 が安置 されて
いた ほか,呉 道子 な ど当時の著名画家 による壁画があった し,同 じく巻8「 昭成観
壁画天師験」 によれば,昭 成観 の廊下 には天師張道 陵の壁画があった(20)。
昭成観 は玉真公主 との結 びつ きが強い。街路 を隔てて対面 した2道 観であ るばか
りか,昭 成観 は昭成太后の追福 のた めの道観で あ り,玉 真 にとっては母親のための
道観 である。 玉真が道教儀礼 に参与す る場合 には,昭 成観 の道士が関与す ると考え
られ る。天宝元年(742)に 玉真 が終南 山の道観で ある楼観 において,先 祖供養 のた
めの道教儀礼 である黄鐐斎 を した ときの記念碑 「玄元霊応頌」には(21),昭成観 の観
主た る蕭 □裕 の名がみ える。供養の対象 には母親 も入 るはずであ る。 この黄鐐斎 に
つづいて,玉 真 が天宝2年(743)に 王屋 山でお こなった金鐐斎で も,昭 成観 の管理
職た る威儀 の元丹丘が建碑 を担 当 してい る(「祥応記」)。ちなみ に元丹丘は,玉 真 に
李 白を推薦 した道士であ り,李 白はそれで長安 宮中に入 るよ うになる(土 屋2004)。
〈東明観 〉
『唐会要』巻50(p.869)に よれ ば,普 寧坊 にあ り,顕 慶元年(656)に 孝敬昇儲
后が立てた。『唐 両京城坊考』もそれ に従い,さ らに 「規度は西 明の制 に倣 う」つ ま
り西明寺 に準 じて設計 し,殿 堂が広 くて廊下が長 く,図 画彫刻 が施 され,そ の規模
と出来は比肩 できる道観 がなかった とい う(22)。また,観 内には道士の馮黄庭(詳 細
不明)と 李栄(顕 慶年間に仏僧 と仏道 の優劣論 を展 開 した道士)の 碑があった。
ここで,東 明観 が西明寺に準 じて建 て られた点 に注意すべ きであ る。道教 は 「東」,
仏教 は「西」で東西対称の名称 になってい る(た だ し所在地点 は東西対称 ではない)。
西明寺も東 明観 と同時の顕慶元年に,高 宗 と則天武后の問の太子李 弘の病気平癒 を
祈願 して建 立 された巨大な寺院であ り,同 一の時期 に同様 の規格 で大がか りな建築
を したので あるか ら,お そ らく東明観 にも太子李 弘の病気平癒 を祈願す る狙 いがこ
め られ てい た と考 え られ る。 また,西 明寺 の設 計か ら東明観 の設計 を想定す るこ と
ができるかも しれない。
西明寺 の規模;については,『 大唐大慈:恩寺三蔵法師伝』巻10に よれば(23),「其 の
寺(西 明寺)の 面 は三百五十歩,周 囲 は数里。左右 には通衢 あ り,腹 背には廛落 あ
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り。 青 槐 其 の 外 に列 し,濠 水 其 の 間 に 亘 りて,甍 甍 耽 耽 た り。 都 邑の仁 祠 に は,此
を最 と為 す な り。而 る に廊殿 楼 台,飛 驚 して漢 に接 し(天 に と どか んば か りに 高 い),
金 鋪 藻棟,眩 目 して 霞 に暉 く(一 面 に か がや か しい)。 凡 そ十 院 有 り,屋 は 四千 余 問。
荘 厳 の 盛 ん な る こ と,梁 の 同 泰(梁 代 を代 表 す る 同泰 寺),魏 の永 寧(北 魏 洛 陽 の永
寧 寺)と 雖 も,及 ぶ 能 わ ざる所 な り」 との こ とで あ る。 西 明寺 は延 康 坊 の西 南 部 に
あ り,そ の 坊 の4分 の1の 面 積 に 当た る,約12.5万 ㎡ を 占有 して い た(24)。
東 明観 が これ と同様 な規 模 を持 ち,同 数 の建 築 物 を擁iし てい た か,不 明 とせ ざる
を えな い が,こ れ に 「倣 う」 とい う以 上,あ る程 度 は 共通 してい た と思 われ る。 ま
た,よ く知 られ て い る よ うに,西 明 寺 の設 計 は 日本 に も将 来 され,奈 良 の大 安 寺 の
伽 藍 設 計 に参 照 され て い る の で,東 明観 の設 計 を考 え るに は,奈 良の 大安 寺 の設 計
を参 照 で き る か も しれ な い。『本 朝 高 僧伝 』「道 慈 伝 」に 次 の よ うにあ る。 「聖 武 天 皇
天 平 九 年(737),帝 将 に大 官 寺 を新 た にせ ん と して,詔 を 下 して 伽藍 の制 式 を覓 む
るに,時 に知 る者 無 し。 道 慈奏 して 曰 く,臣 僧 中華 に在 りし時,西 明 寺 を見 て,私
か に念 ず ら く,異 日帰 国 し,苟 も盛 縁 に逢 え ば,当 に此 を以 て則 と為 す べ し と。 諸
堂 の規 を写 して,巾 笥 に 襲i蔵す 。 今 陛 下 の聖 問 は,実 に臣僧 の先 抱 な り,と 。 図 を
以 て上 進 す ・… ・。十 四年 を歴 て 成 り,額 を大安 に賜 い,慈 に勅 して 主席 た ら しむ 」。
建 設 が こ の よ うな事 情 で あ る こ とをふ ま えれ ば,東 明観 が唐 王朝 と密接 に つ な が
っ てい る こ とが わか る。 玉真 公 主 当時 の 状況 で,そ れ が 最 も よ く見 て取 れ るの は,
東 明観 の道 士 の孫 文 儷 の事 例 で あ る。 従 来 この 道 士 が重 要 で あ る こ とは,若 干 の 史
料 か ら窺 え た。最 近,新 た に この道 士 の墓 誌 銘 「東 明観 孫 思 墓 誌 」(以 下,「 孫 墓誌 」)
が 出 土 ・発 表 され たの で(賈 梅2004),従 来 の史 料 と総 合 して検 討 す る こ とが で き
る よ うに な っ た。
「孫 墓 誌 」 に よれ ば,孫 文 傭は 玄 宗 の先 天2年(713)10 ,月9日 に 「春 秋 六 十 有
三 」 で 亡 くな っ て い るか ら,永 徽2年(651)の 生 まれ で あ る。 乾 封2年(667)に
「年 甫 十 六 」 で勅 を奉 じて 入道 し東 明観 に住 ん だ。 そ の後,長 寿年 間(692・693)
に四川 の青 城 山 で 「三 洞 具 法 」 つ ま り上 清位 ま で の法 鐐 をす べ て 受 け お わ った 。 万
歳 通天 元 年(696)4月 に勅 を奉 じて洛 陽 の 明堂 で御 進 講,景 龍2年(708)4,月 に
勅 を奉 じて 甘 露殿(長 安 城 宮城 の 内廷 の奥 の殿 堂)で 仏 道 の優 劣 を仏僧 と議 論,景
龍3年(709)2月 に勅 を奉 じて 太 白山 と昆 明池 で 金 竜 玉璧 を投 げ る儀i礼(投 龍簡),
景 雲 元年(710)8,月 に勅 を奉 じて 嵩 山 と北 郎 山老 君 廟 で金 鐐 斎 な どを挙 行 した 。こ
の間,万 歳 通 天2年(697)に も,勅 を奉 じて泰 山 にて 行 事(お そ ら く金 鐐 斎),天
尊像 と二真 人 像 を造 っ てい る(25)。以 上 の事 情 か ら,こ の道 士 が則 天 武 后 の信 任 を得
て,睿 宗 もそ れ を継 承 して い る こ とが わ か る。
道 教 経 典 の 一 切 経 音 義 に 附録 した 『一 切 道 経 音 義 妙 門 由起 』 の 序 文[24-p.722
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下]に,玄 宗 が い う 「諸 観 の大徳 」(26)のひ と りと して孫 文 儷の名 が み え る が,そ こ
で は東 明観 で は な く 「太 清観 法 師 」 とな って い る。 同 じ序 文 に東 明観 主 と して 寇 義
待(詳 細 不 明)と い う道 士 の名 が み え,こ の 文 を撰 した史 崇(=史 崇 玄)は 太 清観
主 だ った か ら,お そ ら く誤 りな か ろ う。つ ま り孫 文 儷は 晩年,太 清 観 の道 士 と して,
金仙 ・玉真 の受 道 儀 礼 を お こな った 史 崇 玄 や 張 万福 と とも に,国 家事 業 と して の 一
切 道 経 の編 纂 ・校 訂 の仕 事 に預 か っ て い た の で ある。
こ の あ と,前 述 の よ うに,史 崇 玄 は先 天2年(713)7月3日 に謀 反 の か どで 逮
捕 され,太 清 観 は廃 止 され た。孫 文儷 は そ の直 後,同 年10,月9日 に 亡 くな って い る。
そ れ な の に 立派 な墓 誌銘 が刻 され,赫 赫 た る経 歴 が伝 え られ た とい うこ とは,史 崇
玄 に連 座 せ ず に済 ん だ こ とを意 味 す る。 つ ま り,太 清 観 の道 士 で史 崇 玄 に協 力 して
い た道 士 で も,必 ず しも連 座 で 処罰 され た わ けで は ない こ とが わ か る。
ま た,『 一切 道 経 音 義 妙 門 由起』 の序 文 に み え る長 安 の道 観 は,太 清 観 ・東 明観 ・
玄都 観 ・宗 聖 観 で あ る(他 所 で は洛 陽 の 福 唐観 と絳州 の 玉京観)。 こ の うち宗 聖観 は
長 安城 内 で は な く終 南 山 の楼 観 にあ る。 一切 道 経 の保 管 場 所 と して は,規 模;が 大 き
くて 朝廷 に も近 く,か つ 由来 も一切 道 経 と一 致す る東 明観 が最 適 で は なか っ た か と
想 像 され る。 敦 煌本S.1513「 一 切 道 経 序 」 に よれ ば,一 切 道 経 は太 子 李 弘 が上 元2
年(675)に 病 没 した の を哀 悼 して,高 宗 の勅 命 で編 纂 され た の で あ っ た。 これ につ
い て も,道 教 の東 明観 と仏 教 の西 明 寺 が 対称 的 に位 置 づ け られ て い る よ うに 思 われ
る。 西 明寺 の一 切 経 「西 明寺 蔵 」 は,唐 代 にお い て最 も先 ん じて仏 教 経 典 を収 蔵 し
た 文庫 で あ り,高 宗 は勅 を 下 して,盛 大 な儀i礼 を もって 玄 奘 を慈 恩 寺 か ら西 明 寺 に
迎 えて訳 経 に あた らせ た(27)。
「孫墓 誌 」 には,孫 文 儷が 景 龍2年(708)4月 に勅 を奉 じて甘 露殿 で 仏僧 と優 劣
を議 論 した こ とが 特 筆 され てい るが,こ れ は東 明観 の境 内 に,や は り仏 道論 争 で活
躍 した道 士 の李 栄 の碑 が 立 って い る こ と を想 起 させ る。『道 教 霊 験記 』 「木 文 天 尊 見
像 験 」[10-p.814上]に は,開 元7年(719)の こ と と して,次 の よ うな故 事 を載
せ る(28)。四川 の寺 の柱 か ら切 り出 され た天 尊 が長 安 の 玄宗 の 内殿 に進 め られ た後,
東 明観 に安 置 され,公 開 され た 。 天 尊 は寺 の柱 か ら切 り出 され た のだ か ら維 摩 詰 像
だ と仏 僧 た ち が主 張 して,道 観 にあ る こ と を非難 した。 玄 宗 は,天 尊 の 冠 が維 摩 詰
で は な く太 一 天 尊 の もの だ と鑑 定 して,引 き続 き東 明観 に置 かせ た。 そ の た め西 明
寺 の僧 徒 は夜 間 にそ れ を 盗 み だ した が,天 尊 をか つ いで い く ら歩 いて も,東 明観 の
前 に た ど りっ いて しま うた め,全 員 逮 捕 され た,と い う。 この故 事 と,「 孫墓 誌 」 の
仏道 論 争 の記 録,境 内 の 李栄 碑 の存 在 を あわせ 考 え る と,東 明観 は,西 明 寺 を代 表
とす る仏 教 側 との仏 道 論 争 にお け る道 教側 の 代 表 の役 割 を担 っ て いた と思 われ る。
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金 城 坊 の東 南 隅 に あ る開 善 尼 寺 の 北 に あ った 。 い っ か ら設 立 され たか 不 明。 『唐
両 京 城 坊 考 』 に よれ ば,安 楽 公 主 の居 宅 だ った が,武 延 秀 が誅 殺 され た あ と,勅 命
で 道 士 の 史 崇 玄が住 持 した。史崇 玄 は先 天2年(713)に 謀反 に よ って 誅 殺 され,太
清 観 も廃 止 され た,と い う(p.224)。 こ の記 述 だ と景 龍4年(710)こ ろ に安 楽 公 主
宅 に太 清観 が 設 置 され,史 崇 玄 が住 持 した よ うで あ る。しか し,『 旧唐 書 』巻191「 方
伎 伝 」(p.5099)で は,李 嗣真 とい う者 が 太 清観 で章 懐 太 子 作 の 「宝慶 楽 」を演 奏 し,
そ の 曲の 「哀 思 不 和 」 に驚 いた が,数 日後,章 懐 太 子 は則 天 武 后 か ら謀 反 の嫌 疑 を
うけて 庶 人 に廃 され た とい う。 これ は調 露2年(680)の こ とで あ り,こ れ よ り以 前
か ら設 置 され てい た こ とに な る。
前 述 の よ うに,金 仙 ・玉真 の受 道儀i礼 と玄宗 に よ る一切 道 経 の編纂 に は太 清 観 の
史 崇 玄 と張 万 福 が携 わ っ た。
太 清 観 の 史 崇 玄 は重 要 人物 だが,詳 しい履 歴 は不 明 で あ る。 太 平 公 主 と密 接 な 関
係 が あ った よ うで,鴻 臚 卿 とい う皇城 内 の役 職 を授 か り,紫 衣 を着 て 象 牙 の 笏 を も
ち,宮 人 しか もて な い はず の魚 の形 の 玉符 を帯 び て,宮 中に 出入 りす る際 に は,み
な道 を よ け た,と い う(29)。『新 唐 書 』巻83に よれ ば,金 仙 観 と玉 真観 を建 設 す るに
あ た って,日 に1万 人 もの建 設 要 員 を管 理す る仕 事 を詔 に よっ て史 崇 玄 が 担 当 して
い た。 そ れ で,仏 僧 らは 大規 模 な道観 建設 に反 対 し,段 謙 な る狂 人 を雇 って 承 天 門
に乱 入 させ,太 極 殿 にの ぼ っ て天 子 と自称 させ た うえで,そ の狂 人 に史 崇 玄 の さ し
が ね だ と 自 白 させ た 。僧 に よ る この謀 略 は史 崇 玄 を陥れ るこ とには な らな か っ たが,
結 局,太 平 公 主 が李 隆 基(玄 宗)側 に敗 れ る と,史 崇 玄 は誅 殺 され た(p.3657)。
張 万福 の経 歴 も不 明 だ が,撰 述 に次 の もの が あ る。
『洞 玄霊 宝無 量 度 人 経 訣 音義 』[2-pp.527～]所 属 の肩 書 き な し
『三洞 衆 戒 文 』[3-pp.396～]太 清観 道 士
『洞 玄霊 宝 三 師名 諱 形 状 居観 方 所 文 』[6-PP.754～]太 清観 道 士
『三洞 法 服 科 戒 文 』[18-pp.228～]太 清観 道 士
『洞 玄霊 宝道 士受 三 洞 経誡 法鐐 択 日暦 』[32-PP.182～]清 都 観 道 士
『伝 授 三洞 経 戒 法 鐐 略 説 』[32-pp.184～]所 属 の肩 書 き な し
前 述 の よ うに,『 伝授 三洞 経 戒 法 鐐 略説 』 は,金 仙 と玉真 の先 天2年(713)の 受
道 の模 様 を記 して い るの で,そ の 直後 の成 書 で あ る。ま た,『 洞 玄 霊 宝道 士受 三 洞 経
誡 法鐐 択 日暦 』に よれ ば,張 万 福 が道 観 に入 って か ら50年 す ぎ,ま た度 師 の も とで
正 規 の道 士 に な っ て か ら40年 余 り経 っ た とい っ てい る。丸 山宏 氏 は,こ の 『洞 玄霊
宝道 士受 三洞 経誡 法 鐐 択 日暦 』 と,金 仙 ・玉真 の 受道 に言 及 した 『伝 授 三洞 経 戒 法
鐐 略説 』 が と もに受 道 のた めの 文献 で あ る点 に着 目して,両 者 をセ ッ トに して考 察
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し,後 者 が 先天2年 の成 書 で あ る か ら,張 万 福 は先天2年(713)こ ろ に50歳 以 上
の年 齢 だ った と推 定,か つ 直後 の史 崇 玄 の謀 反 に関 わ っ て,誅 殺 され た蓋 然 性 が高
い と考 え,生 存 年 代 をか りに650?～713?と して い る(丸 山2004)。 こ の推 定 に賛
同 した い。思 うに,『 一切 道 経 音 義 妙 門 由起 』序 文 で,協 力 した道 士 の うち張 万 福 を
筆 頭 に して い る点 か ら,張 万福 は 当時 す で に道 教 学 の大 家 とい う評 価 を得 て い た は
ず で あ る。 そ の 『一 切道 経 音 義 』 の一 つ だ った と思 われ る 『洞 玄 霊宝 無 量 度 人 経訣
音 義 』 をみれ ば,経 典 か らの 的確 な 引用 と音 釈 か ら成 っ てお り,積 年 の研 究 の 成果
で あ る こ とが見 て とれ る。 こ う した 事 象 は,当 時,張 万福 が 相応 の経 験 を積 ん で い
た こ とを あ らわ して い る。 ま た,撰 述 に は太 清観 の所 属 が書 かれ てい るが,杜 光庭
や 宋 代 の儀i軌書 が 張 万福 の言 葉 を 引用 す る際 に は,多 くの場 合 「清都 観 」道 士 と記
して い る。 ま た,前 述 の よ うに,東 明観 の道 士 だ った 孫 文傭 は,や は り 『一 切 道 経
音 義 妙 門 由起 』 序 文 で は太 清 観 の道 士 と記 録 され な が ら,彼 の アイ デ ンテ ィテ ィは
若 い 時 か らの住 持 先 で あ る東 明観 だ っ た と思 われ,太 清 観 が廃 され た 後 には,ま た
東 明観 に戻 っ てい る事 実 が あ る。 これ らの こ とか ら,張 万 福 は さき に清都 観 に住 持
し,道 教 学 の専 門家 と して認 知 され て か ら太清 観 に招 か れ 一切 道 経 音 義 そ の他 の仕
事 に あ た っ た と思 われ る。 また,史 崇 玄の 謀反 の嫌 疑 に連座 しな か った こ と もあ り
え る。 た だ し,開 元期 の彼 の動 向の裏 付 けは とれ てい ない 。
『一切 道 経 音 義 妙 門 由起 』 序 に は ほ か に,太 清 観 の道 士 と して劉 静儼 ・田君 指 ・
阮孝 波 ・孫 文 儷 ・時 居 貞 ・単大 易 ・高 貞 一 ・張範 ・田克 勤 ・范仙 厦 とい う名 前 が み
え る[24-P.722下]。 この うち,前 述 の 孫 文儷以 外 の道 士 は 管 見 に は触れ てい ない 。
ま た,睿 宗 「賜 岱 岳観 勅 」(『全 唐 文 』 巻19)に 楊 太 希 とい う太清 観 道 士 が み え る。
「岱 嶽 観 碑 」(『道 家金 石 略 』p.100)「 楊 太 希 造 元始 天 尊 像 記 」(同 前p.102)に よれ
ば,楊 太 希 は景 雲2年(712)6.月 に泰 山で,先 天2年(713)に 済源 の済 濱廟 で 祭
祀 を お こ な って い る。 太 清 観 は,場 所 も安福 門 に近 く,皇 帝 と直 結 した,い わ ば内
道 場 の役 割 を はた して い た とい え る。
3.金 仙の死 と道教儀礼
金仙 の生前 の仕事 として,仏 教の関わ りで,開 元18年(730)に,現 北京郊外の
雲居 寺に仏教 の大蔵経 を下賜 し,寺 領 と して土地 を寄進す るこ とを奏上 した こ とが
ある。 この点は,塚 本善隆(1935),気 賀澤保 規(1996)が 詳細に検討 してい る。そ
れ によれ ば,金 仙公 主の雲居寺 に対す る措置 は,
○ 「大唐 新 旧訳経四千余巻」(開 元一切経)を 石 経の原本 として下賜。送経 の使
者 に長安崇福寺の智昇 を任命 す る。
○范 陽県東 南五十里の上垈村 趙襄子淀 中の 「麦 田荘」 と 「果園」,雲 居 寺に隣接
376土 屋昌明
す る山 林 「環 山林 麓 」 を寺領 と して 寄 進。
○ 雲居 寺 第 五 世 当主 の 玄法(法 公)に,下 賜 の 一切 経 を毎 年 「通 転 」 す る こ とを
委 ね る。
以 上 の3点 に つ い て は 「なぜ金 仙 公 主 が こ の よ うな措 置 を与 えた の か,実 際 の と
こ ろ はっ き り しな い。 彼 女 が 当地 に足 を運 ん だ 形跡 も認 め がた い 」(気 賀 澤1996,
p.67)。 加 地 有 定 氏 は,雲 居 寺 石経 山 の頂 上 に金仙 の建 て た供養 塔 が2基 あ った とい
う,明 の周 忱 『雙 崖集 』 の記 事 お よび松 本 文 三 郎 「支 那 の石 経 」(『宗教 研 究 』 第3
年 第9号,大 正7年)に よって,2基 の供 養 塔 は殺 害 され た母 親(昭 成 太 后)お よ
び 同 時 に殺 害 され た劉 皇 后 の供養 で は な い か と推 理 してい る(加 地2005,p.74)。
この 問題 は 興 味 深 い が,さ らに検討 す るに は史 料 が 限 られ てお り,今 後 の研 究 に ゆ
ず る しか な い 。
本 稿 で は,金 仙 の道 教 信 仰 にか か わ る史料 を と りあ げ て,当 時 の 道 教 の一 端 を考
え てみ た い 。
「A墓 誌 」 に よれ ば,金 仙 は開 元20年(732)に 洛 陽の 開 元観 で没 し,開 元24年
(736)に,蒲 城 に あ る睿 宗 の橋 陵 に陪 葬 され た。 『唐 両京 城 坊 考 』 は金仙 の い た 開
元観 を長 安 に あ った と して い る が,李 健 超 氏 の増 訂 本 で 洛 陽 の道 徳 坊 に あっ た こ と
が 指摘 され て い る(p.173)。 ま た,「 京 都 に於 い て道 館 を双建 す 」 とあ り,そ の 一つ
は 「伊 水 」(洛 陽 の川)を の ぞむ,と あ るか ら,洛 陽の 開 元観 は長 安 の 金仙 観 とセ ッ
トで設 置 され た よ うで あ る。 『唐 会 要 』 巻50に よれ ば,洛 陽 の道 徳 坊 に は隋 の 秦 王
浩 の邸 宅 が あ り,そ こに 太真 観 の ほか,景 雲 元 年(710)に 道 観 が設 置 され,開 元5
年(717)に 金仙 が住 持 して 女冠 観 とな り,開 元10年(722)に 都 元 観 となっ た とす
るが,そ れ ら と開元 観 の設 置 とは記 述 に矛 盾 が あ る。
と ころ で 「A墓 誌 」 は妹 の 玉真 がみ ず か ら筆 を執 った もの で あ る。 そ の書 は,端
正 に して優 雅 な書 で あ り,こ の 時代 の女 性 の 書 と して珍 しい 。 さ らに言 え ば,玉 真
の教養 の 高 さ を示 す のみ な らず,こ の書 に よ って,唐 代 の皇 室 女性 が男 性 と同様 な
書 法 の修 練 を積 ん で い た こ とが わ か る(30)。
本 稿 で注 意 した い の は,金 仙 の埋 葬 に あた って は,こ の墓 誌 と同 時 に,符 鐐 文 と
鎮 文 が刻 され た刻 石 が埋 葬 され て い た点 で あ る(31)。この刻 石 は 墓誌 状 で,表 面 の符
鐐 文 と楷 書 の 鎮 文 と左 右 に人 物像 が線 刻 され て い る(図1,白 黒反 転)。 この刻 石 の
発 掘 報 告 は お こな われ てお らず,光 緒27年(1901)成 書 の葉 昌熾 『語 石』巻5に 金
仙 の符 篆 に 言 及 して い る か ら,19世 紀 に 出 土 した もの で あ る。現 在 は蒲城 博 物 館 に
原 物 が 展示 され て い る。これ につ い て,加 地2005が,ほ か の 同様 な刻 石(「 鎮 墓 石 」)
と とも に詳 細 に検 討 を加 え てい る(「A墓 誌 」 お よび刻 石 の拓 本 写 真 も載せ る)。
加 地 氏 に よれ ば,こ の刻 石 か ら,金 仙 が 「上 清 大 洞 三 景法 師」 だ った こ と(こ の
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点は他 の史料 にみ えない)・金仙 の本 居は長安輔興坊の金仙女冠観だった こと・金仙
の名 前は 「無上道」 とされていた こ と,な どがわかる とし,さ らに,鎮 文 と符籤文
について,ほ かの史料を総括 して次の点が判明 した とす る。
○ 「鎮墓 石」 は景龍2年(708)に 埋 葬 された艷王妃崔が初出で,景 龍か ら開元
のものが多 く,墓 主名 が判明す る10人 の石 の うち8人 が皇族か外戚だ と確 定
できる。
○金仙 の鎮文は 『太上洞玄霊宝滅 度五錬生尸妙経』(以 下,『 五錬:経』)の 「霊 宝
黒帝錬:度五仙 安霊鎮神五気天文」で ある。
○鎮文は黄鐐斎のプ ログラムを反 映 してい る。
○符鐐文 は 『霊宝無量度人 上品妙 経』(以 下,『 度人経』)巻1「 元始霊書 中篇」
と題 され る 「大梵 隠語」である。
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金 仙 の場 合 は,北 方 黒 帝 にむ け た刻 石 しか 発 見 され て い ない が,ほ か の例 及 び 『五
錬 経 』 の体 例 か ら して,東 方 ・南方 ・西 方 ・中央 の刻 石 もあ っ た はず で あ る。 これ
らに刻 まれ た符 鐐 文 は,元 始天 尊 の命 令 として,各 方 角 の神 々 にむ け て,死 者 の 肉
体 と霊 魂 が安 静 で あ る よ う守護 せ よ と告 げた 「符 命 」 で あ る。 死者 は死 後 世 界(地
獄)か ら救 出 され る と,「 南 宮」 あ るい は 「天 府 」 とい う場 所 に行 き,そ こで神 仙 に
よ る錬 りな お し(「 錬 度 」)を うけ,将 来 には 人 間 世 界 に 更 正 す る と信 仰 され た(32)。
そ の た め この 符 籤 文 は,非 常 に 重 要 な宗 教 的 な役 割 が あ る。
以 上 の 点 と,上 述 の金 仙 ・玉 真 ら と関係 の深 い道 観,と くに太 清観 の状 況 を総 合
す る と,『 五錬 経 』を使 った 当時 の 皇族 の葬 儀 には,太 清 観 や 東 明観 に い た道 士 の 儀
軌,と く に張 万 福 の儀 軌 書 が反 映 して い るので はな い か と想 像 され る。
第1に,張 万 福 は 『霊 宝 五 錬 生 尸 斎 儀 』 とい う,『 五錬 経 』 に よ る儀i礼の 解 説 書
を書 い て い た こ とが,南 宋 の蒋 叔 輿 編 次 『无 上 黄 籤 大斎 立成 儀i』巻16[24-P.722]
の 引用 か ら知 れ る(33)。
第2に,張 万福 は 『洞 玄霊 宝 无 量 度 人 経訣 音 義』[2-p.527]を 撰 して お り,そ
こで は 『度 人 経 』 に あ る 「大梵 隠語 」 を誦 す る際 の存 念 法 を解 説 し,「 密 呪 」 も掲 載
して い る。 本 書 は,前 述 の よ うに,張 万 福 が太 清 観 で 一 切 経 音 義 の制 作 に関 わ っ た
事 情 か ら して,当 時 の一 切 経音 義 の一 つ で あ る。 だ とす る と,皇 帝 が勅 命 で 作 らせ
た解 説 書 を,皇 族 の儀 礼 で使 用 した と考 え るの が 自然 で あ る。 ほ か に も,撰 者 不 明
の 『洞 玄霊 宝 度 人 経 大 梵 隠語 疏 義 』が あ り,「 大 梵 隠語 」の詳 細 な解 釈 がお こ なわ れ
て い るが,明 の 『道 蔵 目録 詳 注 』 で は,こ れ も張 万福 の撰 と し,霊 宝経 を研 究 した
福 井 康 順(1987,p.355)も そ れ に準 じて い る。
第3に,上 述 の よ うに,太 清観 は 内道 場 に準 じる道観 で あ り,皇 族 お よび朝 廷 と
の 関連 は密 接 で あ る。 張 万福 が 公 主 の 受道 にか か わ る立場 で あれ ば,皇 族 の埋 葬 に
関す る儀 軌 書 の注 釈 に携 わ る の も理 解 で き る。
次 に符 籤 文 につ い て検 討 したい 。符 鐐 文 の うち,中 央 以 外 の東 西 南 北 の天 文 は 『度
人 経 』 の 「大 梵 隠語 」に も とつ く。『度 人 経 』は 「召 真 章 」で 死者 救 済 にお け る符 の
重要 性 を主 張 して い る(丸 山2006)。 そ れ を うけて 『五錬 経 』 以外 の種 々の 文 献 で
も扱 われ て お り,篆 書 の よ うな奇 妙 な文 字 と楷 書 を対 照 で き る。 ま た,東 西 南 北 中
央 の鎮 文 は 『五 錬 経 』に しか み えな い が,こ れ は刻 石 に も楷 書 で刻 まれ てお り,『 五
錬 経 』 とよ く一致 す る。 ま た 『五錬経 』 のテ キ ス トは 『道 蔵 』 本 と敦 煌 本 の2種 類
あ るが,全 体 的 に み る と両 者 に は か な り違 う成 分 が あ る も の の,鎮 文 は 両者 よ く一
致 して い て 問題 な い(敦 煌 本 に もP.2865とS.298の2種 あ るが,前 者 が 符鐐 文 を備
えて ま とま っ て い る(図2))。 わ か りに くい の は 中央天 文 の符 籤 文 で あ る。 中央 天
文 は 「大梵 隠語 」で は ない の で,そ の符 籤 文 も 「大 梵 隠 語 」を使 って 解 読 で き な い。
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そ の た め,ほ か の文 献 に あた らな けれ ば な らな い。 今 回,参 考 に した の は次 の8種
で あ る。
① 張確 夫 婦 墓 出 土 の 中央 鎮 墓 石(羅 偉 先1990)。 埋 葬 年 は 北宋 の元 祐8年(1093)。
これ に は,符 篆 の 中央 天 文 と楷 書 が刻 され て お り,「 黄 中棯無,統 摂 無 窮,鎮 星
吐輝,流 煉 神 宮 」 とよ め る。
② 南 宋 の金 允 中(13世 紀初 ～ 中頃 活 躍,丸 山2004-2)『 上清 霊 宝 大 法 』巻18[31
-p.455下]「 玉文 真 篆 品」 に 「大 梵 隠語 」 と とも に載せ られ,「 太 上 霊宝 大羅
之 天 自然 玉字 黄 帝 一 無 天 文」 と題 され て 符 籤 文 が あ るが 翻訳 は な い。 金允 中 は
「本 法 に は此 の 中央 符 無 し。 別 本 を ば此 に収入 す 」 とコ メン トしてい る。 つ ま
り金 允 中 がみ た 「大梵 隠語 」 に も 中央 天 文 は付 属 して い な か っ た ので あ る。
③ 寿 王第6女 墓 出 土 の 中央 鎮 墓石(「 西 安 南 郊 廱 留村 的唐 墓 」『文 物 参 考 資 料 』
1958年10期,西 安 碑 林 蔵)。 死 亡 年 は至 徳2年(757),埋 葬 は 至徳3年(758)。
符 鐐 文 が あ るが 翻訳 は な い(34)。
④ 「霊宝 黄 帝 練 度 五仙 安 霊鎮 神 中元 天 文 」(王 育 成1991)。 この 中央 鎮墓 石 の 出土
状 況 や 墓 主 な どの詳 細 は不 明 。
⑤ 中宗墓(定 陵)出 土 の 中央 鎮 墓 石(姜 …捷2003)。 墓 主 は 中宗 皇帝,埋 葬 年 は景
雲 元 年(710)11,月 。 符 鐐 文 が あ るが翻 訳 は ない 。
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⑥ 敦 煌 本 『五錬 経 』P.2865。 符 鐐 文 は あ るが翻 訳 は ない 。
⑦ 杜 光 庭 『太 上 黄 鐐 斎儀i』巻57匚9-p.374上]の 「八 天 真 文 」 に東 西 南 北 中央
の 「玉 文 」 とそ の翻 訳 を載 せ,「 中方 玉 文 」 を 「黄 中總 気,統 摂 無 窮,鎮 星 吐
輝,流 錬 神 宮 」につ くる。本 書 は唐 の昭 宗 大 順2年(891)の 成 書(胡 孚 環1995,
p.305),そ れ ま で の 黄鐐 斎 の儀i軌を杜 光庭 が 編 集 した もの。
⑧ 『道 蔵 』 本 『五 錬:経』[6-pp.259～]。 『道 蔵 』 は 明代 の印 刷 に か か るが,テ キ
ス トが い つ ご ろの も の を伝 えて い る のか 不詳 。
以 上 の うち,① は楷 書 と符 鐐 文 が 同一 平 面 に刻 され た 出 土1次 史料 で あ り,時 期
も 明確 なの で,こ れ を便 宜 的 に左 軸 に して,そ の右 に① ～⑧ を順 に な らべた の が表
一1・ 表 一2で あ る。 この表 か ら,次 の い くつ か の 点 に気 がつ く。
第1に,① ② ③ は よ く似 てお り,④ ⑤ ⑥ は驚 くほ ど相似 してい る。 しか し,こ の
2グ ル ー プ に は文 字 の違 い が存 在 す る。 前 者 で 「神 」 に あ た る字 は後者 で は前 者 の
「煉 」字 と相 似 す る。 した が っ て,こ の2グ ル ー プ は違 う系統 だ と思 わ れ る。
第2に,⑤ 中宗 墓 と⑥ 敦 煌 本 は 完全 に一 致 して い る。 ⑤ 中宗 の 埋 葬 は 景 雲 元 年
(710)11,月,金 仙 ・玉真 の第2回 の 受道 と道 観 建 設 を発 表 す る直 前 で あ る。 そ の
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埋 葬 で使 われ た 『五錬 経 』 は,太 清観 や東 明観 な ど内道 場 に準 じる道 観 に収 め られ
て い た もの で あ ろ う。 それ が敦 煌 本 と完全 に一 致 す る とい うこ とは,敦 煌 本 が 高 宗
か ら睿宗 ・玄宗 初期 の 一切 道 経 の 系 統 に あ る も のだ とい うこ とを示 してい るの で は
な か ろ うか(35)。④ の 詳 細 は不 明だ が,や は り高 宗 の一 切 道 経 の 系統 で あ り,そ の埋
葬 年 は 中宗 と近 い 時期,景 雲 か ら開 元 で は な か ろ うか。
第3に,は じめの8字 は どれ も相似 して い る が,後 半 の8字 で は⑦ お よび ⑧ が ほ
か と文 字 の食 い違 い をみせ る。 た と えば,「 鎮 」 に あ た る⑦ の字 は 「流 」 に み え る。
⑧ の後 半 に も混 乱 が み られ る。 た だ し⑦ の後 半 は4字 ず つ前 後 が 逆 転 して い るの で
あ り(張 勣 燎 ・白彬2006,p.1577),じ つ は① ② ③ と同系 統 で あ ろ う。 そ うす る と,
③ の 至徳 年 間 か ら杜 光庭 を経 由 して 北 宋 の 張確 夫 婦 墓 そ して南 宋 の金 允 中 は 同系 統
の符 鐐 文 を使 って い る こ とに な る。 ③ の 至徳 年 間の 符 籤 文 がそ の 後 の経 典 と同一 な
の は,天 宝7年(748)に 玄宗 の勅命 で あ らた に一 切 道 経 の 写経 と全 国 への 分 配 が お
こな われ た が(36),そ れ と関連 が あ るの か も しれ な い。
第4に,張 万福 の 『霊 宝五 錬 生 尸 斎 儀 』 の佚 文 をみ て み よ う。 張 万福 は 「黄 中土
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気,総 統 衆 霊,鎮 星 吐 精,流 錬 神 形 」 につ くっ てい る。 第7字 と第8字 を 「衆 霊 」
に つ くる が,⑤ ⑥ の 当該 字 を み る と,第7字 に 「衆 」の 「皿 」 「人 人人 」 が確 認 で き
る。 ① ② ③ ⑦ の第7字 は 「無 」 の篆 書形 に近 い。 ⑤ ⑥ の 第8字 は篆 書 形 と比 較 した
場 合,「 窮 」 に は全 く似 て い な い が 「霊 」 に は近 い 。 も し第8字 が 「霊 」 な らば,押
韻 の 関係 か ら第16字 は 「形 」 とみ るべ きで あ る。
要 す る に,④ ⑤ ⑥ の 字形 は 張万 福 の 翻訳 の佚 文 に よ り近 い よ うだ 。 確 実 に 古 い⑤
⑥ と唐 末 の⑦ とは相 違 が あ り,唐 末 以 降 は この⑦ の符 籤 文 と翻 訳 が 主 流 とな っ た。
⑤ ⑥ と⑦ の 間 に は系 統 の違 い が存 在 す る。 だ とす れ ば⑤ ⑥ を解 読 す るの に⑦ の杜 光
庭 の翻 訳 に全 面 的 に依 拠 す る こ とはで きな い。
次 に 「中央 天 文 」 の楷 書 の翻 訳 をた どっ て お き たい 。 杜 光庭 の翻 訳 は 同 じ 『太 上
黄 鐐斎 儀i』巻54[9-p.355下]にあ る 「真 文 赤 書安 鎮 法 」 にみ え る 「中央 玉 字 」 の
「中央總 霊,黄 上 天 元,始 生五 老,中 皇 高 尊,黄 中總 気,統 摂 無 窮,鎮 星 吐輝,流
煉 神 宮,勅 摂 北 帝,過 塞 鬼 門,剪 除不 祥,莫 有 当前 」の第5～8句 と同 じで あ る(37)。
これ は 『霊 宝 玉 訣 経 』が 出典 と明 記 され て い る。 しか し,『 霊 宝 玉訣 経 』 と同 じ経 典
と思 わ れ る 『太 上 洞 玄 霊 宝 赤書 玉訣 妙 経 』[6-p.187中]に あ る 「中央 黄 天真 文赤
書 玉 訣 」 の楷 書 は 「中央 總 霊,黄 上 天 元,始 生 五老,中 黄 高 尊,摂 無 監 真,總 領 群
仙,典 録 玄 図,宿 簡 玉 文,催 運 上T,普 告 万神 」 とな って お り,か な り異 な る(同
文 が 『无 上秘 要』 巻24[25-p.69中]に もみ え る)。 また 似 た 文 は,劉 宋 の 道 士 で
道 教 斎儀iの整 理 につ とめた 陸修 静(406～477)の 『太 上 洞 玄 霊 宝授 度 儀i』で,弟 子
が霊 宝 法 を奉 受 す る際 に,机 上 の 『霊 宝 五篇 真 文』 にむ か って 唱 え る五 方 の 「衛 霊
神 呪 」 の 「中方 」 の 冒頭 にみ え る[9-p.843下]。 古 い順 に整 理 して み る と,
A『 太 上 洞 玄霊 宝 赤 書 玉訣 妙 経 』巻 上[6-P.187中](『 无 上 秘 要 』[PP.25-69中])
「中央 總 霊,黄 上天 元,始 生 五 老,中 黄 高尊:,摂 黒 監真,總 領 群 仙,典 録 玄 図,
宿簡 玉文,催 運 上 黒,普 告 万神 」
B『 太 上 洞 玄 霊 宝授 度 儀i』[9-p.843下]
「黄 中 理 無,統 摂 玄真 。鎮 星 吐輝,流 楝 九天 。開明 童 子,一 十 二人 。元 気 陽精,
焔 上 朱煙 。同 照 一室,及 得 我 身。百邪 摧 落,殺 鬼 万 千 。中 山神 呪,普 天 使 然 。
五 霊 安 鎮,身 飛 上 仙 。」
C張 万福 『霊 宝 五錬 生 尸 斎 儀i』(佚 文)[9-p.473下]
「黄 中 土 気,総 統 衆 霊,鎮 星 吐精,流 錬 神 形 」
D杜 光庭 『太 上 黄 鐐 斎儀 』 巻54[9-p.356上]
「中央 總 霊,黄 上 天元,始 生 五 老,中 皇 高 尊,黄 中總 気,統 摂 無窮,鎮 星 吐輝,
流煉 神 宮,勅 摂 北 帝,過 塞 鬼 門,剪 除 不 祥,莫 有 当前 」
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E杜 光 庭 『太 上 黄 籤 斎 儀 』巻57匚9-p.374上]
「黄 中總 気,統 摂 無窮,鎮 星 吐輝,流 錬 神 宮」
F張 確 夫 婦 墓
「黄 中棯黒,統 摂 無 窮,鎮 星 吐輝,流 煉 神 官 」
G蒋 叔 輿 『无上 黄 籤 大 斎 立成 儀 』[9-P.474]
「黄 中理 気,統 摂 無窮,鎮 星 吐輝,流 錬 神 宮 」
D『 太 上 黄 鐐斎 儀i』巻54お よび そ の も と とな ったA『 太 上 洞 玄 霊 宝赤 書 玉 訣 妙 経 』
巻 上 の 当該 部分 の別 の 呪 文 に は 「中 山神 呪,召 龍 上雲 。 制 会 黄河,九 水 河源 。 … 」
とい う部 分 が あ り,こ の 「中 山神 呪 」 とは,「 中央 真 文 」の 呪文 をい う。 ほ か の方 角
で はそ れ ぞ れ 「東 山神 呪 」 「南 山神 呪 」 な ど とみ え る。B『 太 上洞 玄霊 宝 授 度儀 』 に
同 じ神 呪 の名 称 がみ えて お り,『 霊 宝 五篇 真 文』に 関連 して,同 様 な神 呪 を唱 え る こ
とが わか る。 した が って,『 五 錬経 』 はBの 当該 部 分 を と りだ して(38),中 央黄 天 の
赤 書 玉 訣 を代表 させ た とい うこ とな の で あ ろ う。た だ,『 五錬 経 』は六 朝 時 代 の 古 い
霊 宝 経 典 で は あ ろ うが,そ の 「中央 真 文 」 の翻 訳 は 杜光 庭 の もの で あ って,本 当 に
六朝 時 代 の もの を伝 えて い るか(「 中央 真 文 」 の読 み 方 がBと 同 じなの か),そ の符
鐐 文 が読 めな い以 上,確 証 は な い。
で は,そ の杜 光 庭 は ど うい う態 度 で 『五 錬経 』 の真 文 を翻 訳 した の か 。E『 太 上
黄鐐 斎 儀i』巻57「 八 天 真 文 」の序 に張 万 福 の 『儀 軌 』を 引用 して い る。張 万福 は 「諸
天 の 隠語,八 会 の 玉文 は,元 始天 尊 の香 林 園 中 に於 い て上 智 童子 の為 に説 き し所 な
り。 下 に五 苦 を抜 して遍 く九 幽 よ り拯 う。 遷 神 儀沖 に於 い て石 に刊 して 行 用 す 」 と
い う(「 諸 天 の隠 語 」 つ ま り 「大 梵 隠語 」 と,「 八 会 の 玉文 」 つ ま り 「八 天 真 文 」 の
うち の 「中央 真 文 」)。そ して,こ の文 は 『五 錬 経 』 冒頭 に 「天 尊 は 時 に長 楽 舎 の香
林 園 中 に於 い て 七 千 二 百 四十 童 子 を教 化 し,法 事 の粗 あ ら悉 き しに,上 智 童 子 と輪
天童 子 等,前 進 して礼 を作 して 上 白す … 」 とあ るの を承 けて い る。 つ ま り,「 大梵
隠語 」 と 「中央 真 文 」 か ら成 る 『五錬 経 』 の こ とをい っ て い る。
杜 光 庭 は これ に対 して 「今 は則 ち黄 鐐 斎 壇 に 宜 し く此 の文 を用 うべ し」 とい う。
こ この 『儀 軌 』 とは,張 万 福撰 『霊 宝 五 錬 生 尸 斎 儀 』を さ し(39),杜 光庭 は,こ の 「八
天 真 文 」 を 張 万福 の 『霊 宝 五錬:生尸 斎 儀i』 とち が って,そ の玉 文 を黄鐐 斎 の壇 の周
囲 に設 置せ よ とい って い る と解 され る。 つ ま り杜 光 庭 は,本 来 は錬 度 に使 うはず の
真 文 を,黄 鐐 斎 壇 の 鎮護 に使 うよ う変 更 して い る。 した が って,『 太 上 黄 鐐斎 儀i』巻
57の 「八 天 真 文」 は本 来 の錬 度 の た め で は な く,改 変 され てい る可能 性 が あ る。 こ
れ は 、 符 鐐 文 に よ る救 済 が 宋 代 に は 失 効 して 鎮 墓 に 変 わ っ た とい う説(Carole
Morganl996)と 軌 を一 にす る。
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蒋叔輿編 次 『无上黄籤大斎立成儀』巻16の 張万福 『霊宝五錬生尸斎儀』 の引用
(前出)は,杜 光庭 の提 出す る翻訳 と一致 しない。『无上黄籤大斎立成儀』のその部
分は,黄 鐐斎 を建て るときに五方真文 を設置 して読み上げ る次第で,杜 光庭 の中央
真 文の翻訳 を使 ってい るが,張 万福の翻訳 を注 の形で示 して 「此れ(杜 光庭 の中央
真文)と 同 じか らず,当 に考 うべ し」と判断を保留 してい る。ここの五方真文 は 『五
錬経』に出 ると明示 してお り,杜 光庭 が 『五錬:経』を黄籤斎儀 に使ってお りなが ら,
その文 が張 万福 の説 と異なっている点に疑 問を付 してい るので ある。
杜 光庭 に よる改変 の可能性 があるにせ よ,「 中央天文」は 『太上洞玄霊宝赤書玉
訣妙経』『元始五老赤書玉篇真文天書経』な ど古い霊宝経典 をもとに,『 五錬経 』の
ために抜粋 された ものではあろ う。唐代 には張万福 と杜光庭 のあいだで解釈 に食い
違 いがあったわけで,そ れ を明確に してい くこ とが,本 稿 の問題 とす る時期 ・地域
の道教 の理解 には もっ と必要で ある。
4,玉 真 と道 教 経典
上 に敦 煌 本 『五錬 経 』 が高 宗 の 一切 道 経 の 系 統 で あ る可 能 性 を示 した が,玄 宗 の
開元 時 期 に 一 切道 経 が写 経 され て い た こ とが 敦 煌本 の題 記 な どか らわ か る。 そ れ は
次 の よ うで あ る(王 雫2004,p.23)。
OP.2457『 太 上 正一 閲紫 録 儀i』開元23年(735)9月に洛 陽 の 弘道 観 で 写 経。
OP.2354『 大唐 開元 立 成 投 龍 章醺 威 儀 法 則 』 開元23年 の 写経 だ と思 われ る。
OP.3725『 唐 玄 宗老 子 道 徳 経 注 』 開元23年 に写 経 。
OS.2506B→p.2810A+S.2506A+p.4073+P.2810B→P.2380『通 玄真 経 』(『文子 』)
開 元27年(739)2月 に 写経 。
玉 真 の お こな っ た事 業 と して,一 切 道 経 の校 訂 の仕 事 が あ る。 この点 は従 来,指
摘 され て い な い の で,こ こで 紹介 してお きた い。
開 元24年(736)に 玉真 は,経 典 の整 理 校 訂 を指 揮 した よ うで あ る。 「王 屋 山劉
若 水 碑 」(『道 家金 石 略』p.144)に よれ ば,泰 山 を 中心 と して 活 動 してい た 道 士 の 劉
若 水 に,「 開(元)廿 四載 に至 っ て,道 門威儀 使 は 玉真 公 主 の 教 えを奉 じて,中 岳 興
唐観 に 詣 っ て経 鐐 を校 定 す る を請 う」 とい う。 こ こに み え る 「道 門威 儀 使 」 は,お
そ らく 「東 京 道 門威 儀使 聖真 玄元 両観 主 」の 張 探 玄 だ と思 われ る。 「張 探 玄碑 」(『道
家 金:石略』p.136)に よれ ば,張 探 玄 は 天 師道 の鼻 祖 た る張道 陵 の子 孫 とされ,晩 年
に玉真 の王 屋 山 の奉 仙観 建設 に携 わ り,天 宝 元年(742)7月 に享 年74歳 で 亡 くな
った。「道 門威 儀i使」は,朝 廷 が道 観 や道 士 を管 理 す る た めに道 士 の な かか ら抜擢 し
た 管理 職 で あ る(『 冊府 元 亀』巻54)。 つ ま り張 探 玄 は 管理 職 と して,玉 真 か らの 求
めを奉 じて,劉 若 水 に指 示 して 開元24年(736)に 嵩 山 にお い て道 教 経 典 の 写 経 事
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業 に携 わ らせ た の だ と解 釈 で き る。敦 煌P.2457『 太 上 正 一 閲紫 録 儀i』に は,開 元23
年(735)9,月 に 「河 南 府 大 弘道 観 」で 玄宗 の た め に一 切 経 を写経 した題 記 が あ る こ
とか ら,こ の 時期 に洛 陽 で も一 切 経 の 写 経 事 業 が あ っ た こ とが わ か る(雷 聞2006)。
張 探 玄 と劉若 水 の携 わ っ た 写経 事 業 は これ と関連 が あ りそ うで あ る。
また,彼 らは とも に王屋 山 の玉 真 の道 観 設 置 に 関 わ っ てい るか ら,こ の写経 事業
も あ るい は 王屋 山 の道観 に納 め る経 典 では な か ろ うか。 そ こで 注 目 され るの が,劉
若 水 が 泰 山に い た ときの経 典 の授 受 で あ る。「王 屋 山劉 若 水碑 」に よれ ば,劉 若 水 は
開 元 初 年 に東 嶽 任 尊 師(詳 細 不 明)に 霊 宝 法 で あ る 「洞 玄 中盟 八景 之 要 」 を授 か っ
た 後,泰 山の 日観 台 に10年 い て,そ れ か ら茅 山の任 尊 師(詳 細 不 明)に 認 め られ,
「霊 飛 六 甲 ・豁 落 七 元 ・八鐐 秘 文 ・大 洞 真 要 」 な ど上 清 法 を授 か っ た とい う。 それ
か ら玉真 の 写経 事 業 に携 わ るわ けで あ る。 とこ ろで,天 宝2年(743)に 王屋 山 で 玉
真 が お こな っ た道 法 を 「祥 応 記 」 が あ げて お り,そ こに も 「霊飛 六 甲」 「豁 落 七 元 」
の 名 が み られ る。
この うち 「霊 飛 六 甲」 は,現 在 み られ る 『道 蔵 』 に あ る二 つ の 『上 清 瓊 宮霊 飛 六
甲左 右 上符 』『上 清瓊 宮 霊 飛 六 甲籤』 と関連 す る と思 わ れ る。 これ らは同 一経 典 のバ
リエ ー シ ョ ン と思 わ れ るの で,さ しあ た り総括 して 『霊 飛 六 甲経 』 とい っ てお く。
『道 蔵 』本 の 『霊 飛 六 甲経 』 は,六 十 干 支 の 日ご とに瞑 想 す る玉 女 の姿 と名 前 と呪
文 が 列 挙 され て い る。 『霊 飛 六 甲経 』 は 『真 誥 』 巻14で 陶 弘 景 が 「この こ とは 『霊
飛 六 甲経 』 に あ り,許 長 史 が書 き 出 した」 と注 を付 けて い る こ とか ら,古 い上 清 経
典 の 一 つ で あ る こ とが わ か り,『 漢 武 内伝 』(『太 平広 記 』巻3)に も,西 王母 が 授 け
た 十 二 事 の 一つ に 『霊飛 』 がみ え る。
と こ ろが 『道 蔵 』本 とは 異 な る 『霊 飛 六 甲経 』の テ キ ス トが,乾 隆33年(1768),
恵 安 の 曽 恒 徳 が撰 集 した法 帖 『滋 慧 堂 墨 宝 』 第3に み え る(図3)。 それ ば か りか,
そ の 写本 が存 在 す る(図4)(40)。 写 本 で 伝 わ っ た部 分 は一 部 だ が,法 帖 と写本 が一
致 す る部 位 の文 字 を比較 す る と,文 字 も書 風 も完 全 に一 致 す るか ら,両 者 は 同一 の
テ キ ス トで あ る。 写本 の 書風 は流 麗 な写 経 体 で,玄 宗 の 臣下 で あ る鍾 紹京 の書 と伝
え られ て い る。 写 本 は 一部 にす ぎ ない が,法 帖 は か な りの 字数 に な り,巻 末 に 「大
唐 開 元 廿 六年 太 歳 戊 寅 二 月 己亥 朔 一 日,大 洞 三景 弟 子 玉 真 長公 主 奉 勅 検校 写 」 とあ
る。 つ ま り,こ の 『霊 飛 六 甲経 』は 開元26年(738),前 述 の劉 若 水 らが 玉真 の 写 経
事 業 に携 わ っ た2年 後 に 写経 され た も のな の で あ る。 これ が は た して,劉 若 水 が茅
山の任 尊 師 か ら授 受 した 『霊 飛 六 甲』 や,玉 真 が使 った もの と直 接 関 連 す るか は不
明 で あ るが,少 な くと も 当時 の 写経 の実 物 資料 と して貴 重 で あ ろ う。
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図3 図4
5.玉 真 と司 馬承 禎
開 元19年(731)に,玄 宗 は道 士 の 司馬 承禎 を招 き,王 屋 山の形 勝 をみ させ,壇
室 を置 い て そ こに住 ま わせ た。司馬 承 禎 は玄 宗 に上言 した。「い ま五 岳 の神 祠 は,み
な 山林 の神 で あ り,正 真 の神 で は な い。 五 岳 に は いず れ も洞 府 が あ り,そ れ ぞれ 上
清 真 人 が 降 っ て職 に任 じ られ て い る。 山川 の 風 雨,陰 陽 の気 の 序 は,彼 らが制 御 し
てい る。 祭 祀 の た め の衣 装 や,お 助 けす る神 仙 には,す べ て 決 ま りが あ る。 五 岳 の
祠 廟 とはべ つ に斎 醺 の祭 祀 をす る所 を こ し らえ るべ き だ」 と。 玄 宗 は彼 の言 葉 に し
開元期の長安道教の諸問題387
た が っ て,五 岳 にそ れ ぞれ 真 君 祠 を1カ 所 ず つ 作 る よ う勅 し,そ の設 計 や 規 格 はす
べ て 司馬 承禎 に ま かせ て道 教 経 典 に準 じて 開 発 させ た(41)。玄 宗 は,玉 真 と光禄 卿 の
韋 繙 を王屋 山 にや って金 鐐 斎 を修 め させ た 。 そ の後 の五 岳 にお け る真 君 祠 の建 設 を
列 記 す る と(雷 聞2003,pp.35-83),
開 元19年(731)5,月15目,五 岳 に 老君 廟 を建 っ。
8月21日,勅 あ りて 青城 山に丈 人 祠 を建 て る よ う設 計 図 を長 安 か ら派 遣 。
11,月,都(洛 陽)の 大 弘 道 観 主 の 張 遊霧 と京(長 安)の 景龍 観 の大徳 な る楊 碗
が真 君 を建 てた 。 ま た,華 山 に真 君 廟 を建 て た。
開 元20年(732)1,月,北岳 に真 君 廟 を建 て た。同月,青 城 山に丈 人 祠 を建 て る。
開 元20年(732)1月25日,廬 山 に 「九天 使 者 廟碑 」 を建 て る。
10A,南 岳 に真 君廟 を建 て る。
つ ま り,司 馬 承 禎 が 玄 宗 に提 案 した 意 見 は,実 際 に実 施 され た の で あ る。 こ こで
司馬 承禎 が い う 「い ま五 岳 の神 祠 は,み な 山林 の神 で あ り,正 真 の神 で は な い。 五
岳 には いず れ も洞 府 が あ り,そ れ ぞ れ 上 清 真 人 が 降 って 職 に任 じ られ て い る。 山川
の風 雨,陰 陽 の気 の序 は,彼 らが制 御 して い る」 とい う言 葉 の意 味 を吟 味す べ き で
あ る。 これ は,唐 の国 家祭 祀 の うち,『 旧唐 書 』 「礼 儀 志 」 で 「中祀 」 に位 置 づ け ら
れ て い る五岳 の祭 祀 を,実 質 的 な効 果 の うす い もの と断 定 し,五 岳 の祭 祀 を上 清 経
にみ え る真 君 の祭 祀 よ り低 位 に位 置 づ け よ うと して い る ので あ る。 司馬 承禎 が い う
五 岳 の 上清 真 人 と洞 天福 地 は 『天 地 宮 府 図 』 「三 十 六 小洞 天 」 にみ え る(42)。
第二東嶽太 山洞。周回一千里,名 を蓬玄洞天 と日い,禿 州乾封県 に在 り,
山図公子 に属 して之 を治む。
第三南嶽衡 山洞。周回七百里,名 を朱陵洞天 と日い,衡 州衡 山県 に在 り,
仙人の石長 生 之を治む。
第四西嶽華 山洞。周回三百里,名 を惣仙洞天 と日い,華 州華陰県 に在 り,
真人の恵 車子 之を主 る。
第五北嶽 常山洞。周回三千里,号 して惣玄洞天 と日い,恒 州常山曲陽県
に在 り,真 人の鄭子真 之を治む。
第六 中嶽 嵩山洞。周回三千里,名 を司馬洞天 と日い,東 都 登封県 に在 り,
仙人の鄰 雲 山 之を治む。
ここにみ える仙 人(上 清真 人)の 名前 は,六 朝時代 の上清派道教 にお ける神仙 の
啓示 を編集 した 『真誥』 にもみえる。 ただ し,雷 聞氏が指摘す るように,こ れ らの
神仙は,『真誥』のなかでは五岳 と結びっ け られていないか,五 岳のある山と関連が
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あ っ て も,必 ず し も 『天 地 宮 府 図 』 と一 致 しな い(雷 聞2003,p.56)。 ま た,司 馬
承 禎 の説 で は,五 岳 は 「小 洞 天 」 に位 置 づ け られ て お り,そ の上位 に 「十 大 洞 天 」
が存 在 す るの で あ る。「十 大洞 天 」 とは,第 一 王 屋 山洞,第 二 委 羽 山洞,第 三 西 城 山
洞,第 四西 玄 山洞,第 五 青 城 山洞,第 六赤 城 山洞,第 七羅 浮 山洞,第 八句 曲 山洞,
第 九 林屋 山洞,第 十括 蒼 山洞 で あ る。また,「 三 十 六洞 天 」の 下位 に は 「七 十 二福 地」
が あ る。これ ら山岳 の 内部 に存 在 し,地 下 で相 互 に通行 可能 な神 仙 の 世 界(=洞 天)
を3階 層 に分 類 した 思考 が 「洞 天福 地説 」 で あ る。 これ に も とつ い て,五 岳 の祭 祀
に上 清 真 君 の 祭 祀 を置 く こ とは,儒 教 の 国家 祭 祀 にお け る 「中祀 」 で あ る五 岳 の祭
祀 を,い わ ば洞 天 福 地 の祭 祀 の 「中」(十 大洞 天 の祭 祀=大,七 十 二福 地 の祭 祀=小)
に位 置 づ け る こ とにな る。 これ に よ り司馬 承 禎 は,中 国全 土 の 国家 安 寧 を洞 天 福 地
の祭 祀 に よ って 祈願 す るシ ステ ム を樹 立 しよ う と した の で は ない か と思 われ る。
こ の問題 で 注 意 す べ き は,司 馬 承禎 の洞 天 祭 祀 の シス テ ム にお い て は,儒 教 の国
家 祭 祀 を否 定 して い るわ け で はな い 点 で あ る。 五 岳 の祭 祀 につ い て も,五 岳 の神 を
「山林 の神 」 と卑 小 化 して い るが,そ の替 わ りに,で は な く,そ れ とは べつ に,上
清 の神 を祭 るべ き こ とを い って い る。つ ま り洞 天 で の祭 祀 を して も,五 岳(「 中祀 」)
や 昊天 上 帝 へ の祭 祀(「 上 祀 」)に 影 響 す る も ので は な く,そ こ に は並 列性 が窺 え る。
具体 的 な施 設 と して,五 岳 に は五 岳神 の 祀廟 と真 君 祠 が 並 立 され て い る。 ま た,長
安 の都 に は 昊天 上 帝 の祭 祀 をす る 「天壇 」 が あ り,王 屋 山 の 「霊 都 」 に は洞 天 を祭
る 厂天 壇 」が あ る(儒 教 と道 教 で 同 一名 称 を使 って い る)。 天 宝 の改 元 で は,玄 宗 が
長 安 で の祭 祀 を親 らお こな うが,そ の 直 後 に,王 屋 山で 国 家 の安 寧 と豊:穣を祈 る金
鐐斎 を玉 真 がお こ な うの で あ る。 そ の洞 天祭 祀 の場 所 が 王屋 山 とい う第 一洞 天 で あ
り,そ れ は 中 国 中の 地 下 に連 結 して 存在 す る洞 天 世 界 の 第 一 と して の 象 徴性 をそ な
え て い る。 これ は,た ん に名 山で 神仙 に祈 っ た め でた い祭 礼 で あ るの で は な く,唐
王朝 の 国家 鎮 護iを め ざ した道 教 祭 祀 だ っ た とい え る。 玄 宗 は 司馬 承 禎 を王屋 山に住
ま わせ,玉 真 が王 屋 山の ふ も とに霊都 観 を建 設 した のは,貴 顕 階級 の女 性 が 権力 に
あ か して名 山 に隠 居 しつ つ 自分 の長 生 を養 っ た だ け の意 味 で は な い と思 わ れ る。
ま とめにか えて
最後 に,金 仙 ・玉真が女性 だった とい う点か ら考 え られ る問題 を指摘 して,ま と
めにかえたい。
「祥応記」 に よれ ば,玄 宗の治世が30年 におよび,人 心が太平 に帰 したので,
李朝皇帝 の祖先 たる玄元皇帝が玉容 をあ らわ し,霊 符 を示 した。 そ こでそれ を慶賀
して,天 宝2年(743)3月 に詔 あって上清玄都 大洞三景法師の玉真公主が老子の故
郷たる讌郡 の御真宮 にお もむいた。玉真 は4月 に宮 に到着 して祭礼 を とりお こなっ
開元期の長安道教の諸問題389
た。老子があ らわれた とい うのは,天 宝元年(742)正 月に長安 の丹鳳 門近 くに玄元
皇帝が降臨 し,尹 喜 の故宅か ら霊符 を もとめ るよう陳王府参軍 の田文秀 に言いつ け
た,と い う事件 を指 してい る。 その霊符 は終南山の楼観台の西 か ら発見 され た。そ
れを うけて2月 に玄宗 は,長 安 と洛 陽に玄元皇帝廟 を設置 し,天 宝 に改元 して,2
.月15日 の老子 の生誕節に玄元皇帝廟 に親祭 し,つ いで18日 に太廟 に親祭,20日 に
昊天上帝 を祀 った。9,月 に玄元皇帝廟 を太上玄元廟にあ らた め,天 宝2年(743)正
月には玄元皇帝に尊 号を加 えて大聖祖 玄元皇帝 とし,3月 に太上玄元廟に親謁,長
安の太上 玄元廟 を太清宮,洛 陽の太上玄元廟 を太微宮,諸 州は紫極宮 とした(『冊府
元亀』巻54,pp.564～)。 したが って,玉 真 が讌郡 の御真宮(老 子廟)に お もむい
たのは,玄 宗が長安 で太上 玄元廟 に親 謁 したの と並行 して老子 を祭 る 目的なのであ
る。
さきに五岳祭祀における儒教 と道教 の並立 を強調 したが,玄 宗 と玉真の天 宝改元
における祭祀 には,男 性 と女性 とい うジェンダーの並立 も存在 してい ると思 われ る。
洞天福地説 がもとつ く上清経典の鼻祖 は魏華存(251～334)と い う女性であ り,彼
女の師 となる神仙は清虚真人王褒 とい う男性だが,彼 は王屋 山の神仙 なのである。
王褒の伝記 「清虚真人 王君 内伝」(『雲笈七籤』巻106,p.2288)は 魏 華存撰 とされ
る。玉真 は,玄 宗の太清宮親祭 に対応 す る河南での老子廟祭礼 を終 えてか ら嵩山に
お もむき,中 峰 の絶頂に上清羽人の焦真静 をたずねた。焦真静 は司馬承禎 の二大弟
子で,李 含光 と併称 され る女性道士で ある。焦真静 は女性道 士の教導 をしていた と
思われ(土 屋2004),玉 真 が改元の老子祭礼 にことづ けて焦真静 と面会 した ことが
記念碑 で特筆 されてい るのに注意 され る。上述の ように,金 仙観 ・玉真観 が女性 の
道観 だった ことか らも知れ るが,長 安 には少 なか らぬ女性道 士が存在 し,そ の成分
は宮 中に仕 えた女性 あるいはそれ を 目指す女性だった と思われ る。そ の領袖 的人物
がおそ らく玉真 だったのであろ う。幽州 の辺洞玄 とい う女性道 士は,修 道 の末 に昇
天す る際,空 中か ら玄宗の前に降 りた って辞去 を述べ た,と い う話 が杜光庭 の 『塘
城集仙録』(『雲笈七籤』巻116,p.2562)に みえ るが(43),そ こでは辺洞玄の昇仙が
玉真の入道(先 天元年 の上清位 の受道 を さす と思われ る)と 関連づ け られている。
これは,長 安 の道観 だけでな く,地 方 の道観で も玉真 が女性道 士 として尊崇 され て
いた ことを示 している。 しか し本稿で は,当 時の道教 にお ける女性 の役割や経典 の
教義(と くに上清経典)と 女性 の関連 な ど,具 体的な問題 は今 後の課題 とせ ざるを
えない。
霊都観 に入 って以 降,天 宝年 間の玉真 の活動 は史料がない。安禄 山の乱で玄宗 と
ともに四川 に逃れ,青 城 山に住んだこ とが伝 え られているが(『青城 山志』),詳 細 は
不 明で ある。
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以上,金 仙 ・玉真2公 主を軸 に して,長 安 を中心 とす る唐代 開元期の道教 の諸 問
題 を論 じた。 当該時期の皇族 およびその関係者 を主 とす る人び とのあいだで,昭 成
太后へ の供養 をは じめ,高 宗 ・則天武后 らの供養 のた めに公 主 らが受道 して道士 と
な り,道 観 がたて られた。 こ うした供養iでは霊宝法 の黄籤斎:がおこなわれていた。
そ うした人 び との埋葬 には,上 にみてきた 『五錬経』による五錬斎がお こなわれ た。
これ らは,先 祖 を祭 る信仰 であ り,い わば家族 の信仰であ る。唐代の道教では,老
子 は李氏皇族 の先祖で あ り,身 近 な先祖 を供養す る信仰は老子 を祭 る信仰へ と接続
できる。ま た,写 経 によって道教文献が各地に配布 され,『 五錬経』の例でわかるよ
うに,敦 煌 とい う甘粛 の僻地で も長安 の皇族 とまった く同 じ経典が使用 されていた。
『五錬経』 が敦煌で も実際の埋葬 に使用 され たのかは不明だが,少 な くともそれ は
各地 に安置 され なければな らない道教経典 の一つで あ り,各 地に安置 される ことに
よって国家 を守護す る 目的を持 った と思われ る。 また,道 教経典 になかには,各 地
で転読 す るこ とによって国家 の安寧 に寄与す ると信 じられた もの もあ る。 開元29
年(741)に,天 下の諸道観 が 日々 『本際経』を転読す るよ う勅が出 されてい る(『冊
府元亀』巻53,p.563)。 『本 際経』 は敦煌文書 中に多 くみ られ る道教経典 の一つ で
ある。
霊宝法 には金鐐斎 とい う,国 家 の安寧 を祈祷す る儀i礼があ り,上 に見てきた よう
に当該時期 には何度 もお こなわれ,そ の儀礼 には長安の内道場 に準 じるよ うな道観
の道士 がかかわっていた。 また一方で司馬承禎 は,上 清経の洞天信仰 を皇族 に理解
させ,新 た な五岳祭祀儀礼 を洞天福地説に よって建設 した。それ によって,よ り上
位 の十大洞天 での金鐐斎 を権威化す ることができた と思われ る。高宗 と則天武后 を
追福す るた めに受道 した金仙 と玉真2公 主は,金 仙 の死でわかる ような,先 祖 の霊
の錬度 によ る再生 を信仰 し,母 親 の昭成太后 をふ くめた祖 先を祭 る霊宝法の黄籤斎
をす る とともに,上 清経 の洞天信仰 を実践す るこ とで,国 家安寧 の祭祀 に関わ るこ
とになった。 それ らは,老 子 が李氏皇族の始祖 とい う点でrr1L一.的に認識 されていた
と思 われ る。長安皇城の西に位置す る諸道観 と道士がそれ らの実践 に重要な役割 を
担 っていた のである。
注
(1)玉 真 公 主 の専 論 にEdwardH.Schafer,1985があ る。
(2)樊 光 春1993。 陳顕 遠1987,p.46で は,墓 誌 の発 見 は1976年 とす る。
(3)加 地 有 定2005,p.68の 写 真 。
(4)碑 石 は 河 南 省 済 源 市 の奉 先 観 に あ る。2006年 夏 に実 物 を調 査 した が,碑 面 の破 損 が ひ ど
く,判 読 で き る部 分 はす で に多 くな い。 『道 家 金 石 略 』p.139所 収 が比 較 的 完 備 して い る。
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「祥 応 記 」 の 題記 は 「玉真 公 主 朝 謁 讌 郡 真 源 宮 受 道 王 屋 山仙 人 台霊 壇 祥 応 記 」。 撰 者 は 洛
陽 弘 道観 道 士 の蔡 璋 。 末尾 に 「天 宝 之 二 載 」(743)と あ る。
(5)加 地 氏 は 「景 雲 二 年 」 の儀i礼 と判 断 して い る。加 地2005,p.69。
(6)張 万 福 の位 階制 の認識 は 小 林正 美2003,丸 山宏2004-1を 参 照 。
(7)『 旧唐 書 』 巻51,后 妃伝 上,p.2176。 そ こ に 「正,月 」 とあ るの は周 正 な ので,夏 正 で は
11月 に あた る。
(8)『 旧唐 書 』巻7「 睿 宗 本 紀 」。 同巻98「 魏 知 古 伝 」(『 冊府 元亀 』 巻545,p.6237)。
(9)こ の 事 情 につ い て は 島 一1996が 詳 細 に論 じて い る。
(10)『 唐 会 要 』巻6,p.69に よれ ば,金 仙 亡 き後 は 玄宗 の むす め の万 安公 主 が は い り,「 実封
一 千 戸 」 だ っ た。
(11)『 類 編 長 安 志 』 巻5,p.148。
(12)『 唐 代墓 誌 彙 編 続 集 』p.605,『 隋唐 五 代 墓誌 匯 編 』 陝 西 巻 第4冊 。
(13)小 野 勝年1989,第4巻,p.59。
(14)『 増 注全 唐 詩 』 第3冊,巻512,p.1237。
(15)『 雲 笈 七 籤』 巻117,中 華 書 局,p.2582。
(16)『 増 注全 唐 詩 』 第2冊,p.1920。
(17)白 居 易 「玉真 張 観 主 下 小女 冠 阿容 」『増 注 全 唐詩 』第3冊,p.452。
(18)『 増 注全 唐 詩 』 第3冊,p.1666。
(19)『 唐 代墓 誌 彙 編 』p.1493。
(20)[10-p.802下 ・p.826下](『 雲笈 七 籤 』 巻119,p.2610)。
(21)『 道 家金 石 略 』p.132。
(22)『 歴 代 崇 道 記 』[11-p.2]で は,乾 封 元 年(666)の 封 禅 の あ と,太 宗及 び 文 徳 皇 后 の た
め に東 明観 を京 師 につ くっ た とも い う。
(23)『 大 正新 修 大 蔵 経 』 第50巻 史伝 部2(1),2053,p.275。
(24)中 国社 会 科学 院 考 古 研 究所 西安 唐 城 工 作 隊(1990)に よれ ば,延 康坊 は東 西1,020m,南
北520m。 西 明 寺 は東 西 が 約500m,南 北 が約250mで,『 大 慈恩 寺 三蔵 法 師伝 』 の記 述 に
ほぼ 一 致 す る(李 健 超2007)。
(25)厂 岱 嶽観 碑 」『道 家 金 石 略 』p.81。
(26)「 一 切道 経音 義 序 」[24-p.720下]。
(27)李 健 超2006,『 大唐 大慈 恩 寺 三 蔵 法 師伝 』巻10。
(28)『 雲 笈 七 籤』 巻118,p.2593に もみ え る。
(29)『 朝 野僉 載』,『 太 平 広 記 』 巻288,p.2292(土 屋2003)。
(30)こ の 件 は2006年7A9日 に安 田女 子 大 で 開催 の 第5回 書法 文 化 書 法教 育 国 際 会議 で報
告 した こ とが あ り,発 表 提 要 が 同 会議 『論 文 選 』 に あ る。
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(31)こ の刻 石にみえる篆書状の図像文字 を指す用語 は,道 教における他の同様 な図像文字 と
相対化 して,儀i礼 におけるその機能 を考慮 して命名 すべきだ と思われ るが,本 稿 では さし
あた り符 鐐文 とす る。本資料 と 厂A墓 誌」の拓本 を提供下 さった加地有定氏に深謝 を表 し
たい。
(32)こ の信仰 と地獄観念の思想史 的検討は小南一郎1988に 詳 しい。
(33)こ の引用の存在 は加地2005も 指摘 している。
(34)小南1988が この史料 を検討 し,皇 族 の葬送儀i礼と死者 の魂の救済な ど,「 具体的な生活
の種 々相 も道教 によって規範づ け られていた」 と指摘す るのは重要で ある。
(35)北周 の 『笑道論』 に引かれた 『五錬経』には,敦 煌本 に しかみえない 引用文がある こと
も考慮す ると,開 元期長安の符鐐文 は南北朝末以前 の古い態勢 と思われ る。
(36)『混元 聖記』巻9[17-p.867中]。
(37)そ こにみえる符籤文は上の① ～⑧ と似てお らず,『 元始五老赤書玉篇真文天書経』巻上の
「黄天赤 書玉篇真文」[1-p.779下]に も とつ く。 しか し,そ こに翻訳 はないため,『 太
上洞 玄霊 宝赤書玉訣妙経』 と一致 してい るのかわか らない。
(38)張勣燎 ・白彬2006は 『五錬:経』が 『太上洞玄霊宝授度儀i』か らその部分 を とった とす る
が,ど の歴 史段階で 中央天文が作 られたかは,よ り慎重な議論 が必要だ と思われ る。
(39)『無上 黄鐐大斎立成儀』巻15と 巻18[9-p.464下 ・p.493上]に 引用 の張万福 『黄鐐
儀i』ととるのも可能か もしれない。
(40)図3,4は 上海書画出版社 の影印 『滋惹堂帖』2000年 よ り。本写本は;ユ ー ヨー クの メ
トロポ リタン美術館所蔵で一部写真が ある。WenC.Fong1992,pp.129-131。 この件 は,2007
年5月11日 に西安の西安美術学院で開催 された 「中国首届道教美術史国際研討会」で報
告 したこ とがある。
(41)『 旧唐 書』巻192「 隠逸 ・司馬承禎伝 」,p.5128。
(42)『 雲笈 七鐐』巻27,p.610。 洞天福地説 の思想については三浦國雄1988を 参照。
(43)杜 光庭 『塘城集仙録』 は女性修道者 の経歴が伝説的に記録 されてお り,そ れ は実際 の修
道者の経歴 を反映 してい るであろ うし,修 道者のモデルだった と思われ る(楊 莉2003)。
また,女 性の昇仙 は,そ れ 自体が国家をこ とほぐ吉祥 としての象徴性 をもっていた(ケ ー
ヒノレ1998)。
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